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技術技能維持向上と持続性ある整備力を
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■工　事　名　称：ＪＲ東日本テクノロジー総合技術研修センター新築工事
■工　事　場　所：埼玉県北足立郡伊奈町小室－１
■建　築　主：ＪＲ東日本テクノロジー株式会社
■設　　　計：東鉄工業株式会社
■施　　　工：東鉄工業株式会社
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：Ｓ造地上３階建て。建築面積，．㎡、延床面積，．㎡
■工　　　期：年月～年２月

外観と一部内観写真提供・ＪＲ東日本テクノロジー

３階　研修室

３階　ラウンジ

３階　事務講師室

　本計画では、必要面積に基づきながら無駄を省き、コンパクトで効率
的な平面構成を実現しました。各エリアは機能性を重視して整理し、フ
レキシブルなレイアウトを採用することで、業務や学習の流れがスムー
ズに展開できるよう配慮しています。さらに、２階の廊下から１階の実
習場を見渡せるプランを取り入れ、研修の臨場感や安全教育の実践性を
高める工夫を施しました。空間全体では、鉄道安全の本質とその重要性
を体感できる設計を追求し、利用者が安全意識を自然に深められる環境
を提供します。
　また、環境条件の良い南側にはラウンジを配置し、仲間同士の自発的
な交流や情報共有を促進しながら、心地よい休憩ができる場を目指しま
した。さらに、屋上には太陽光発電設備を設置し、再生可能エネルギー
を活用することで、環境負荷の低減と持続可能な施設運営を実現してい
ます。これにより、学びの場としての機能性に加え、社会的責任を果た
す取り組みも設計に反映しました。
　これらの要素を融合させることで、機能性・快適性・安全性を兼ね備
えた空間を創出し、学びと業務の質を高める計画を心掛けました。
　東鉄工業株式会社

　建築本部　建築設計・エンジニアリング部　谷野岳人

【実務を担当して】
　入社９年目の中堅間近な時期は、自ら手がけた仕事の成果に、これま
で学んできた実務が活かされているかどうかが試される時期でもありま
す。今回、製作図チェックや安全をはじめとした品質、工程管理など全
般にわたって現場を任され、責任の重さをあらためて感じ、安全や高品
質のために身を引き締めるとはこういうことなのだと緊張感をもって仕
事に向き合いました。
　鉄道車両整備研修センターという今建物は実際の車両を入れることを
想定した吹抜け大空間をメインとする階高・空間のある現場となり、墜
落・転落事故を防止するために職長、作業員全員と意思疎通を図り、慎
重かつ迅速な作業を展開しました。１階床には建築では普段経験するこ
とのない車両引き込みのためのレール敷設も待ち受けており、綿密な打
ち合わせ・精度の高い施工管理を行いました。

　東鉄工業東京建築支店　工事部　渡部　慧舞
【工事を総括して】
　事業主様は当社と同様ＪＲ東日本のグループ企業であり建築全般を拝
命した東京建築支店になり、レール敷設などでは当社線路部門との共同
作業時期も存在しグループ企業の一員として恥じない成果を目指しまし
た。
　その一環として、若手技術者を育てる社内の命題があります。現場を
幾度も経験して培う技術と、新しいシステムやソフトを駆使した管理手
法など両方を手がけられる過渡期の世代が今の若手達です。大事なこと
は、現場経験値を得るために問わねばならない事が必ずあり、経験者世
代は風通し良く対話の出来る環境をつくりながら常に先に立って仕事を
見せていくことだと考えて工事を進めて行きました。そういったコミュ
ニケーションがこの現場では上手に機能し工期内で高品質な建物をお引
き渡しすることが出来ました。この工事の経験が若手技術者の自信に繋
がることを願っています。

　東鉄工業東京建築支店　所長　鈴木　雅人

　当社は、ＪＲ東日本グループにおける唯一の車両メンテナンスおよびその
基地設備の総合エンジニアリング会社として年４月に発足し、ＪＲ東日
本の新幹線と在来線、また公民鉄事業者の地下鉄・新都市交通システム等の
車両の検査修繕、またこれに必要な設備や試験装置等の設置や維持管理を一
貫して受託し、お客さまからのご要望にお応えしております。　

　今回、ＪＲ各社の車両系子会社として初めて、実物車両を教材として使用
する自社独自の大規模な研修施設を開設することで、自由度を持った柔軟な
教育計画と実施が可能となりました。とりわけ若手社員には自身の成長やス
テップアップの機会が身近にあることが感じられ、安心して業務に打ち込む
ことができるのも大きな特徴の一つです。　
　今後、働き手不足時代になれば、教える側の人材やノウハウの分散配置も
難しくなることが考えられます。将来を見据えた指導担当者不足の解消をね
らい、指導担当者自身に「指導のスキルそのもの」「伝え方」の各種手法等
を組み込んだ研修を２年前から実施しており、本研修の受講者は自職場へ戻
った後も指導する機会が与えられ、自主的な勉強会を開催するなど多くの経
験を積み重ねることにより、その成長が顕著に伺えるようになってきました。
　当研修センターの活用により、確実な技術技能の維持向上はもちろんのこ
と、車両や設備のメンテナンスをサステナブルに行える人材育成を進めてい
きます。
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